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西
部
公
民
館
は
毎
年
、
地
域
に
残
る
江

戸
時
代
の
古
文
書
を
読
み
、
歴
史
を
学
ぶ

「
近
世
文
書
（
古
文
書
）
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
７
月
13
日
は
15
名
が
学
習
し

ま
し
た
。

　
講
座
は
、
受
講
生
が
事
前
に
教
材
と
な

る
古
文
書
を
解
読
し
、
講
師
の
岩
戸
貞
彦

先
生
（
高
井
地
方
史
研
究
会
）
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。

　
現
在
、
27
名
の
受
講
生
が
毎
月
１
回

（
第
２
月
曜
日
・
19
時
～
20
時
30
分
）
来

年
３
月
ま
で
受
講
し
ま
す
。

　
受
講
生
か
ら
は
「
題
材
の
古
文
書
が
身

近
な
地
域
の
物
だ
か
ら
興
味
深
い
」
「
家

に
あ
る
過
去
帳
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
思
い
参
加
し
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

あおぞら
　
地
球
温
暖
化
は
深
刻
な
問

題
で
あ
る
と
し
て
、
「
低
炭

素
社
会
づ
く
り
」
が
叫
ば
れ

て
い
る
。

　
原
因
は
、
電
気
や
ガ
ス
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
う
こ
と
で
発
生
す
る
二
酸
化

炭
素
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
ま

め
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
心
が
け

る
な
ど
し
て
、
み
ん
な
で
一
致
協
力

し
て
こ
れ
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、

次
の
世
代
に
も
今
の
地
球
環
境
を
守

り
、
残
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
世
代
の
責
任
で
あ
る
と

思
う
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず

は
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、
自
動
車
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を
さ
ら
に

控
え
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　
自
然
の
力
を
借
り
て
暑
さ
を
し
の

ぐ
生
活
も
手
軽
に
で
き
る
エ
コ
対
策

と
考
え
、
以
前
か
ら
、
庭
に
は
芝
や

花
木
を
植
え
て
照
り
返
し
を
防
ぎ
、

毎
年
、
ア
サ
ガ
オ
で
「
緑
の
カ
ー
テ

ン
」
を
作
っ
て
き
た
。
今
年
は
ア
サ

ガ
オ
と
ゴ
ー
ヤ
ー
の｢

緑
の
カ
ー
テ

ン｣

に
し
た
。
収
穫
が
楽
し
み
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｅ
・
Ｓ
）
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◦
な
か
の
21
市
民
講
座

◦
中
高
女
性
団
体
研
修
会

近
世
文
書（
古
文
書
）講
座

身近な歴史を学ぶ

～講座の前に講師に質問する受講生～～解読説明が中心の講座～
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公民館
レポート

　
７
月
11
日
（
土
）
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
「
な
か
の
21
市
民
講

座
」
の
講
演
会
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

■
市
民
が
企
画
・
立
案

　
「
な
か
の
21
市
民
講
座
」
は
、
公

募
の
運
営
委
員
と
中
野
市
公
民
館
４

館
の
職
員
が
協
同
し
て
企
画
運
営
さ

れ
て
い
る
講
座
で
、
「
21
世
紀
の
こ

れ
か
ら
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
っ

た
ら
よ
い
か
、
人
間
の
根
源
的
な
と

こ
ろ
か
ら
問
い
深
め
て
豊
か
な
心
を

育
み
幸
福
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
役
立
て
た
い
」
と
い
う
趣
旨
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

 

▪
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
と
は

　
今
回
の
講
師
は
、
劇
作
家
、
演
出

家
、
劇
団
「
青
年
団
」
主
宰
、
大
阪

大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
教
授
の
平
田
オ
リ
ザ
さ

ん
で
し
た
。

　
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
は
、
意
外
に
小

柄
な
方
で
し
た
が
良
く
通
る
声
で

淡
々
と
お
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
平
田
さ
ん
が
勤
務
さ
れ
て

い
る
大
阪
大
学
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
白
い
巨
塔
」
の
舞
台
に
な
り
医
学

部
を
中
心
に
理
系
が
盛
ん
な
大
学
で

す
。
大
学
院
生
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
必
須
課
目
に
し

て
い
こ
う
と
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
る
の
が
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
の
仕

事
だ
そ
う
で
す
。

 

▪
社
会
が
求
め
る

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

　
「
あ
と
数
年
も
す
る
と
、
演
劇
を

や
ら
な
い
と
医
者
に
な
れ
な
い
と
い

う
時
代
が
来
る
が
、
あ
ま
り
演
技
の

う
ま
過
ぎ
る
医
者
も
信
用
で
き
な
い

の
で
、
そ
こ
そ
こ
に
し
て
お
い
た
ほ

う
が
い
い
」
と
話
し
て
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
企
業
の
方
と
会
う
と
、

﹃
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
あ
る

学
生
を
よ
こ
し
て
ほ
し
い
﹄
と
言
わ

れ
、
逆
に
考
え
る
と
、
そ
れ
ほ
ど

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
不
足

が
、
社
会
や
企
業
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
」
と
、
そ
ん
な
切
口
で
講
演
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
価
値
の
多
様
化
の
時

代
が
来
る
。
価
値
観
が
バ
ラ
バ
ラ
の

時
代
が
来
る
が
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
け
で

は
社
会
は
成
り
立
た
な
い
。
今
ま
で

は
、
価
値
観
を
ひ
と
つ
に
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
バ
ラ

バ
ラ
の
価
値
観
を
持
っ
た
人
間
同
士

が
、
ど
う
う
ま
く
や
っ
て
い
く
か
、

そ
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
結
び
ま

し
た
。

 

▪
講
演
を
聞
い
て

　
今
回
の
講
演
は
、
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
若
い
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
携
わ
る
皆
さ
ん
に
も
っ
と
聞
い

て
い
た
だ
き
た
い
講
演
で
し
た
。

　
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
が
主
宰
さ
れ
て

い
る
劇
団
「
青
年
団
」
に
は
、
中
野

市
出
身
の
団
員
も
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
先
生
自
身
も
信
州
中
野
に
は
少

な
か
ら
ず
縁
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

◦なかの21市民講座

足
り
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
が
講
演
～

講師の平田オリザさん

コミュニケーション力について質問する参加者
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◦第32回中高女性団体研修会
特
第32回中高女性団体研修会
集

　
中
高
公
民
館
運
営
協
議
会
（
中
野

市
・
山
ノ
内
町
・
木
島
平
村
・
野
沢

温
泉
村
の
公
民
館
が
組
織
）
は
生
涯

学
習
の
推
進
を
目
的
に
、
「
分
館
役

職
員
等
研
修
会
」
「
中
高
女
性
団
体

研
修
会
」
「
社
会
教
育
研
究
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
18
日
（
土
）
に
北
部
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
「
第
32
回
中
高
女
性

団
体
研
修
会
」
は
、
中
高
地
区
の
女

性
グ
ル
ー
プ
（
保
健
補
導
員
会
、
母

親
ク
ラ
ブ
他
25
団
体
）
が
一
堂
に
集

ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を
理

解
し
あ
い
、
共
通
の
願
い
や
課
題
に

つ
い
て
研
修
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
研
修
会
に
編
集
委
員
が
取
材
に
訪

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

た
会
場
の
雰
囲
気
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

 

◉
認
知
症
に
つ
い
て
の
講
演

　
今
年
は
「
認
知
症
の
予
防
・
早
期

発
見
と
上
手
な
関
わ
り
か
た
」
を

テ
ー
マ
に
約
１00
名
が
、
講
演
会
、
分

散
会
（
意
見
交
換
会
）
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
小
島
つ
る
江
先
生
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
こ
に
こ
ハ
ウ
ス
所
長
）
の

講
演
は
「
認
知
症
の
予
防
・
早
期
発

見
と
上
手
な
関
わ
り
か
た
」
と
題
し
、

身
近
な
親
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
場

合
の
対
処
方
法
な
ど
を
中
心
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
上
手
な
関
わ
り
か
た
と

し
て
「
相
手
を
否
定
し
た
り
、
叱
る

こ
と
は
逆
効
果
。
誉
め
る
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
話
が
印
象
的
で
し
た
。

　
講
演
内
容
を
メ
モ
を
取
る
参
加
者

も
多
く
見
ら
れ
、
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

 

◉
活
発
な
意
見
交
換

　
分
散
会
（
意
見
交
換
会
）
は
４
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
各
団
体
の
活
動
・

課
題
や
、
テ
ー
マ
と
な
っ
た
「
認
知

症
の
関
わ
り
か
た
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
愚
痴
が
話
せ

る
場
が
地
域
に
ほ
し
い
」
「
力
仕
事

が
多
い
介
護
は
、
男
性
の
手
助
け
が

必
要
」
と
言
っ
た
、
実
体
験
に
基
づ

い
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
改
め
て

介
護
の
大
変
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

 

◉
今
後
の
展
開
に
期
待

　
活
動
分
野
も
地
域
も
異
な
る
、

様
々
な
女
性
団
体
が
、
共
通
の
課
題

と
な
る
テ
ー
マ
を
発
見
し
研
修
す
る

「
女
性
団
体
研
修
会
」
。
女
性
な
ら

で
は
の
テ
ー
マ
の
設
定
や
見
解
で
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
部
分
が
あ
り
、
有

意
義
な
研
修
会
で
し
た
。

　
今
後
も
独
自
の
着
眼
点
で
共
通
の

課
題
に
つ
い
て
研
修
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

認
知
症 

ほ
め
て
上
手
に
　 
～
小
島
つ
る
江
さ
ん
が
講
演
～

約100名が参加した「第32回中高女性団体研修会」

分散会の司会進行は参加者が務めました
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江
戸
時
代
初
期
、
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
中
野
村
の
検
地
帳

に
は
、現
在
の
東
町
は
「
新
田
町
」

と
載
っ
て
い
る
。
以
後
ず
っ
と
こ

の
町
名
で
き
た
。

　
東
町
の
区
誌
に
よ
る
と
、
文
化

年
間
に
は
中
町
・
西
町
の
よ
う
に

桜
木
町
に
も
牛ご

ず頭
天
王
社
が
祀
ら

れ
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の

文
書
に
初
め
て
「
東
町
」
が
見
ら

れ
る
と
い
う
。
こ
の
頃
か
ら
新
田

町
も
町
場
集
落
と
し
て
充
実
し
、

中
野
町
三
町
の
一
角
に
加
わ
っ
た
。

　
幕
末
の
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）

の
史
料
「
中
野
町
軒
並
名
前
順

帳
」
に
よ
る
と
、
東
町
総
軒
数

は
一
三
七
（
中
町
一
一
三
、
西

町
一
四
四
）。
東
町
で
は
商
い
が

三
二
、
職
人
三
七
。
そ
の
他
約
半

数
は
農
業
や
日
雇
い
。
商
い
や
職

人
も
桑
栽
培
の
本
数
が
書
き
込
ま

れ
て
お
り
、
当
時
景
気
よ
か
っ
た

養
蚕
に
取
り
組
ん
だ
半
農
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
商
い
の
ト
ッ
プ
は
荒
物
屋
・
菓

子
屋
と
も
に
七
、
繊
維
関
係
六
、

古
道
具
三
、
魚
屋
二
、
豆
腐
屋
・

そ
う
め
ん
屋
・
醤
油
屋
・
一
杯
屋

な
ど
各
一
。

　
職
人
で
は
大
工
一
〇
、
水
車
屋

（
穀
屋
）
三
、
鍛
冶
屋
・
桶
屋
・

紺
屋
・
植
木
屋
・
仕
立
て
屋
・
紬

打
ち
が
各
二
。
鼈べ

っ

甲こ
う

細ざ
い

工く

・
銅
細

工
・
綿
打
ち
・
石
工
・
上
絵
書
き

な
ど
が
各
一
。
珍
し
い
も
の
は
質

屋
二
、商
人
宿
（
旅
館
）・
湯
屋
（
銭

湯
）各
一
で
あ
っ
た
。（
阿
部
敏
明
）

　
東
町
分
館
は
、
中
野
市
の
東
側

に
位
置
す
る
東
町
区
の
分
館
で
す
。

以
前
よ
り
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
現
在
360
戸
前
後
の
世
帯
が
あ

り
ま
す
。

　
区
内
に
は
王
日
神
社
と
、
高
梨

館
跡
公
園
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を

中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
王
日
神
社
関
連
で
は
、
７
月
に

祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
区
民
に

よ
る
天
王
神
輿
、
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
子
ど
も
神
輿
、
若

い
人
達
に
よ
る
東
青
会
の
神
輿
が
、

区
内
、
市
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
の
え
び
す
講
に
は
、

区
を
あ
げ
て
大
人
も
子
ど
も
も
一

緒
に
「
百
人
え
び
す
」
で
市
内
を

巡
回
し
ま
す
。

　
諏
訪
大
社
の
御
柱
と
同

様
、
７
年
に
一
度
「
御

柱
」
も
行
わ
れ
ま
す
。
来

年
は
こ
の
御
柱
の
年
に
当

た
り
、
準
備
は
今
年
か
ら

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
行
事
の
多

い
東
町
で
す
が
、
近
年
は

高
齢
化
と
少
子
化
、
人
口

の
減
少
等
で
従
来
型
の
分

館
の
行
事
や
、
そ
の
行
事

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
な

か
な
か
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
高
梨
館
跡
公
園
で
、

オ
ー
プ
ン
参
加
型
の
「
春
の
高
梨

東 町 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

新
田
町
か
ら
東
町
に

　
梅
雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
７

月
５
日
（
日
）
と
７
月
14
日

（
火
）
の
２
日
間
、
中
野
市
豊

田
地
区
球
技
大
会
が
中
野
市
営

豊
田
野
球
場
な
ど
４
箇
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
日
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
の
３
競
技
、
14
日
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
豊
田
地
区
球
技
大
会
は
、
実

祭
り
」「
秋
の
高
梨
祭
り
」
を
企

画
し
、
区
民
に
負
担
の
か
か
ら
な

い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
分
館
長
　
金
山
　
弘
）

行
委
員
会
が
14
分
館
の
交
流
と

体
力
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
し

て
お
り
、
合
併
し
て
か
ら
今
年

度
で
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
中

に
は
親
子
で
の
参
加
も
あ
り
約

400
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
大
き
な
声

援
が
飛
び
交
う
な
か
好
プ
レ
ー

が
続
出
。
熱
の
入
っ
た
試
合
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
何
回

も
Ｏ
Ｂ
で
悩
ま
さ
れ
る
人
、
コ

ー
ス
の
ク
セ
を
読
ん
で
挑
む
な

ど
、
常
に
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
一
方
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、

赤
と
白
に
分
か
れ
て
の

頭
脳
戦
。
な
か
な
か
の

試
合
展
開
に
う
な
ず
く

場
面
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
分
館
長
、
主
事
は
、

各
会
場
を
飛
び
回
り
休

憩
時
間
に
お
茶
を
配
り
、

試
合
を
写
真
に
収
め
て

い
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
参
加
者
は

来
年
の
再
会
を
願
い
、

分
館
で
の
慰
労
会
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

賑わった「春の高梨祭り」

白熱した頭脳戦のゲートボール



５ 文化なかの /09.8

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922
中
央
公
民
館

講座名 日　時 場所 講師 備　　考

　公民館ギャラリー　　　　中野俳句会の 俳　句　展
西
部
公
民
館

オヤジさん達の
  生きいき世代塾
〈内容〉自分の健康と体力
に自信がもてますか

・９/３・17
・10/１・15・29
19:30～21:00
(全５回 毎回 木曜日)

西部公民館
長野県ボディ
ビル連盟理事長
春原輝明 先生

＜定員＞20名
＜対象＞市内在住在勤の男性
＜受講料＞保険料として300円
＜持ち物＞運動のできる服装
　　　　　シューズ、タオル
＜申込み＞８月25日(火)まで

豊
田
公
民
館

森の探検
〈内容〉森の中にはどんな
動植物がいるのかな？
探検してみよう！

8/29(土)
８:00～10:00

もみじ荘
駐車場集合 宮下  宏 先生

＜定員＞20名
＜対象＞市内小学生
＜受講料＞無料
＜申込み＞８月25日(火)まで

　
中
野
市
民
作
品
展
が
７
月
18
日

（
土
）
か
ら
20
日
（
月
）
の
日
程

で
中
野
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
出
品
者
を
含
め
約
８00
人
が
来

場
し
た
。

　
こ
の
市
民
作
品
展
は
地
域
の
芸

術
文
化
の
振
興
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
支
援
し
、
市
民
の
交
流
の
場

と
憩
い
の
場
と
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
毎
年
中
野
祇
園
祭
に
合
わ
せ

て
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
29
回

目
を
迎
え
る
。

　
募
集
対
象
者
は
市
内
に
在
住
、

在
勤
の
方
と
し
、
作
品
部
門
は
絵

画
、
工
芸
、
書
、
写
真
、
木
彫
り
、

手
芸
、切
り
絵
、ち
ぎ
り
絵
、押
し
絵
、

陶
芸
、
そ
の
他
各
種
作
品
な
ど
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
い
る
。

　
今
年
は
出
品
者
２１4
名
（
団
体

22
・
個
人
17
名
）、
出
品
作
品
3９９

点
と
昨
年
を
上
回
る
応
募
が
あ
り
、

前
日
は
、
搬
入
す
る
出
品
者
で
賑

わ
い
活
気
に
あ
ふ
れ
る
な
か
、
展

示
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
は
音
声
告
知
放
送
で
市
民

作
品
展
開
催
を
知
っ
た
方
、
家
族

や
友
人
に
勧
め
ら
れ
た
方
な
ど
の

初
出
品
者
や
銅
版
画
、
シ
ャ
ド
ウ

ボ
ッ
ク
ス
、
ス
キ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
初
部
門
の
作
品
も
加
わ
り
、

会
場
は
力
作
揃
い
の
彩
り
豊
か
な

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
な
っ
た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
身
近
に
素
晴

ら
し
い
作
品
を
制
作
さ
れ
る
方
が

い
ら
れ
、
感
激
し
ま
し
た
。」「
皆

さ
ん
の
頑
張
り
に
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
次
年
度
は
自
分
も
出
品
し
た

い
。」「
も
っ
と
来
場
者
が
多
い
と

い
い
で
す
ね
。」
出
品
者
か
ら
は

「
他
の
作
品
を
見
る
機
会
と
な
り
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。」「
出

品
者
ど
う
し
交
流
が
持
て
、
う
れ

し
か
っ
た
。」
な
ど
率
直
な
声
が

聞
か
れ
た
。

　
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
﹃
祇

園
祭
に
は
市
民
作
品
展
に
行
こ

う
！
﹄
を
目
指
し
、
芸
術
文
化
の

発
信
地
と
し
て
更
に
活
気
あ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

昨年を上回る出品数のため、会場を増設

家
庭
教
育
学
級 

公
開
講
座

演　題
講　師 高野　優先生

と　き 平成21年10月17日（土）
午後１時30分～３時

受講料 無料

ところ 中央公民館　講堂

申込み

９月１日（火）より受付
託児あります

※会場内での写真・ビデオ撮影、音声の録音はご遠慮下さい。 ※お子様連れで会場に入ることはできません。

「マンガを描きながら話をする」独特のスタイルでおなじみ
「もっともっと子育てを
　　　 楽しみましょう」

問合せ・申込み　中野市中央公民館　電話22－2691　FAX26－2342
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

夕
顔
の
花

　
公
民
館
の
古
典
文
学
講
座
「
源
氏
物
語
を
読

み
味
わ
う
」
の
講
師
の
Ｔ
先
生
か
ら
受
講
生
に

今
年
も
い
た
だ
い
た
夕
顔
の
苗
、
す
く
す
く
と

蔓
を
の
ば
し
美
し
い
白
の
大
輪
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

　
光
源
氏
の
寵
愛
を
受
け
た
夕
顔
を
し
の
ん
で

か
、
夕
闇
か
ら
夜
に
か
け
て
妖
し
く
美
し
く
そ

し
て
儚
げ
に
芳
香
を
漂
わ
せ
て
咲
く
。
い
た
だ

い
た
花
は
、
あ
の
ウ
リ
科
の
ユ
ウ
ガ
オ
で
は
な

く
、
夜
顔
と
も
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
夏
の

宵
に
ぼ
ん
や
り
と
闇
に
浮
か
ぶ
白
い
花
は
何
と

も
幻
想
的
で
涼
し
げ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
夕

顔
の
巻
」
に
出
て
く
る
夕
顔
の
花
は
ウ
リ
科
で

あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

サボテンの花／自宅（きのこ）紫露草／一本木（月岡尚雄）

ヒマワリ／上今井（小）

きれいなトンボ／浜津ヶ池（メタ坊）クレオメ／自宅（和田）
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